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 ７月９日，文部科学省は，全国学力テストを実施
するための関連経費を来年度の概算要求に盛り込む
方針を固めたという。 

競い合うには全数調査が必要 
 新聞報道によると，文部科学省は，たとえば小学
校５年生と中学２年生など，小・中学校の特定学年

の全児童・生徒を対象とし，小学校４教科，中学校
５教科程度のテストを想定しているが，なにしろ対
象者が 200 万人を超えることとなるので，採点作業

等との兼ね合いから科目数を絞ることも考慮してい
る，という。 
 全国学力テストの概算要求は，中山文部科学相の

提案を具体化するものである。昨年 11 月，中山文
部科学相は，「甦れ，日本！」と題する義務教育改
革案を公表した際，「資源のないわが国では人材こ

そが資源。日本の学力を世界のトップに押し上げる
ような教育改革をしたい。子どものころから，競い
合い，切磋琢磨する意識を涵養し，全国学力テスト

を実施する」と述べている。 
 学力テストによって，競い合う意識を涵養すると
なると，サンプリング調査では意味がない。中山文

科相の提案を聞いたとき，これは悉皆調査にならざ
るを得ないと思ったが，やはりそうなるようだ。 
 中山文科相が「競争意識の涵養」と「全国学力テ

ストの実施」を並べて提案したとき，どこからも批
判的な意見が出なかったのは意外だった。しかし，
全国学力テストを悉皆調査で行うとなれば，いろい

ろ異論も出てくるのではないか。 
 というのは，1960 年代に旧文部省が全国一斉学力
調査を実施したとき，教育研究者やマスコミから，

国家統制の強化だとか，学校の序列化を招き，子ど
もを競争に駆り立てるなどと激しい批判が出たから

だ。今日では国家統制論による反対はないと思うが，
学校序列化論や競争害悪論はいまも消えていない。 

学校改善につながる競争 
 「テスト」と「競争」の関係について，文科省の
常盤豊・教育課程課長は，「これからの学校，自治
体には，適度な競争意識が必要だ。それが学校改善

につながる。ただ，過度な競争にならないような制
度設計は必要だ。絶対評価のよさを生かし，個人内
評価を大切にしながら，学力テストで相対的な位置

づけを知ることによって競争心も育て，結果として
学力向上につながるようにしたい」旨，述べている
（ベネッセ「VIEW・小学校版」本年１月号）。 

 一斉学力テストは，アメリカやイギリスでも行っ
ていることである。とくにイギリスでは，サッチャ
ー政権のもとで，教育改革法を制定し，ナショナル・

カリキュラムを制定するとともに，その定着を図る
ため全国共通テストを実施している。全国共通テス
トの結果は，学校別の成績一覧表（school league 

table）で公表され，学校間の競い合いを促してい
る。 
 全国一斉学力テストの実施となると，作問・集計・

分析・公表の方法など，検討すべき課題は多い。と
くに，ほとんどの都道府県で独自の一斉学力テスト
を実施しているから，それとの連携を考慮して実施

計画を立てる必要がある。 
全国学力テストは，学校現場に与える影響が大き
いだけに，今後の成り行きに注目したい。 
（ひしむら・ゆきひこ＝(財)学習ｿﾌﾄｳｴｱ情報研究ｾﾝﾀｰ理事長） 
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保護者からの無理難題に担任教師が困っていたら，校長先生，あなたの出番です！ 
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